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V3 までは、記録デバイスとしてはテープだけが使用出来ましたが、V4 からは DISK クラスというネットワーク上の共有フォルダ

ーやローカルフォルダーにオブジェクトを記録出来ます。これは、PAG のデータ保存に関する一番最初の設定項目の Partition

を作成する際に、Disk のみ、Tape のみ、Disk and Tape から指定出来ます。Tape だけを選択すると V3 と全く同じに動作し、

StorageClass を無視するので、StorageClass を表示する S3 クライアントでは、Standard が StorageClass として表示されます。

Disk クラスの保存先は、以下のスクリーンショットの一番下にある Disk Class用として UNCで指定出来ます。PAG が複数のノ

ードで稼働する際には、ネットワーク上の共有フォルダー(UNC)を指定しますが、この例ではローカルフォルダーを指定してい

ます。以下のスクリーンショットが、指定したフォルダーにあるファイルで、S3 クライアントからアップロードされたオブジェクト(フ

ァイル)は、8GBのファイルに纏められます。 

 

S3 クライアントからは、個々のオブジェクトが以下のように表示され、Storage Class は Standardになります。 

 



 

PAGは、テープには複数のドライブを同時に使用して Erasure coding でパリティを生成しながらテープに記録しますが、Disk ク

ラスには、その機能はありません。それで、Disk クラスの保存先としては、SSD/HDD の RAID ボリュームや NAS の共有フォル

ダーになります。Disk と Tape を指定した Partition では、以下のスクリーンショットの Life Cycle Rule を設定して、180 日間経過

したら、自動的に Tape にオブジェクトを移行することが出来ます。 

 

但し、Tape の Storage Class の Deep Archive に移行されたオブジェクトは、S3 のバケット(PAGでは Object Repository)からア

クセスされても自動的にテープからは読み出されません。読み出しが必要な際には、該当するオブジェクトをリストアすることが



必要です。AWS S3では、Glacierからのリストアに相当しますが、S3 Browser というクライアントから、PAGが記録したテープに

あるオブジェクトをリストアしてみた際には、以下のような画面が表示されました。 

 

以下の画面では、リストア対象のデータ量を Glacierからリストアする際の料金が、表示されています。 

 

リストアが実行された際の PAGの統計情報の管理画面では、ドライブからの読み出し速度が表示されます。 

200MB/sec ぐらいになっています。 



 

 

 

PoINT Archival Gateway V4 の Persistent Buffer 機能について 

 

AWS S3 互換のオブジェクトストレージにファイル(オブジェクト)をアーカイブする際には、ファイルが大きい場合には、分割しま

す。これは、S3の Multi-Part Upload機能を使用して複数のオブジェクトに分割し、それらを複数まとめて S3サーバーに

アップロード(put)します。例えば一人分の全ゲノムデータは 300GB ぐらいですが、これを効率良くアップロードするため

に、1GBのファイルに分割して、5個のアップロードを同時に処理することが推奨されています。そのためには、PAGサー

バーのネットワークとして、25Gbps ぐらいのものが必要になります。 

 

ファイルのサイズが 1MBぐらいで小さい場合には、50個まとめてアップロードしても、テープの記録速度には到底及びま

せん。その場合には、テープが書き込み開始場所をシークするため、テープを巻き戻す余分な処理が発生します。これ

は。靴磨き現象と呼ばれることもあります。テープへのデータ記録は、右から左か、左から右へという一方向に行われま

す。一方向の記録が終了すると、次は逆方向への記録が行われますが、その際には記録ヘッドがテープの幅方向に 1

バンド下がります。LTO9では、18TBのデータをフルに記録するためには、280回この左右へのテープ走行が必要です。 

このテープ上に左右方向に連続して記録される様子が蛇の動きに似ていることで、サーペンタイン(serpentine)記録と呼

ばれていたこともありました。 

 

小さなファイルを効率よくテープに記録するための機能が、Persistent Buffer です。これは、PAG V3.0 から追加されまし

たが、V3.x でのパフォーマンスの向上を実現しました。Persistent Buffer は、PAG サーバーへのデータ転送速度がテー

プの記録速度に間に合わない場合に、一旦データをためてテープに記録します。データをためるフォルダーは、UNC 形

式で共有フォルダーやローカルフォルダーを指定します。個々のファイルは、コンテナファイルに纏められますが、最大で

8,000個までになります。コンテナファイルは、V4から追加された DISK クラスのオブジェクトの保存方式としても使用され

ます。Persistent Bufferのコンテナファイルは、PAGサーバーのメモリー上に元のファイルとして展開されてテープに記録

されるため、記録速度が低下することはありません。コンテナファイルをテープに記録する条件は以下のように選択出来

ます。 

 



 

 

以下のスクリーンショットでは、300MB/secぐらいで記録されています。 

 

 

スクリーンショットの下が、バッファーに指定したフォルダーの内容です。 

 

 


